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第
1
巻　

江
戸
か
ら
東
京
へ
│
国
語
史
１

第
2
巻　

国
語
意
識
の
発
生
│
国
語
史
２

第
3
巻　

日
本
語
へ
の
ま
な
ざ
し
│
内
と
外
か
ら
│
国
語
学
史
１

第
4
巻　

日
本
語
│
近
代
へ
の
歩
み
│
国
語
学
史
２

第
5
巻　

国
語
科
教
育
│
誕
生
と
発
展

第
6
巻　

東
朔
夜
話
│
伝
記
と
随
筆

日
本
語
生
成
史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

近
現
代

全
6
巻

第
4
巻 

日
本
語
│
近
代
への
歩
み
│
国
語
学
史
２

山
東
功　

解
説
・
校
訂 

A
５
判

3
3
0
ペ
ー
ジ
予
価
7
6
0
0
円
、
2
0
1
0
年
2
月
刊
行
予
定
、
以
下
隔
月
刊
行
予
定
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
徴

●
幕
末
・
明
治
の
激
動
期
に
刻
々
と
変
化
を
遂
げ
て
い
っ
た
日
本
語
、

　

そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
精
緻
に
描
き
出
す
百
数
十
の
論
考
を

　

テ
ー
マ
別
に
全
6
巻
で
収
録
。

●一般
に
は
入
手
困
難
な
稀
覯
論
文
を
多
数
取
り
込
み
、

　

各
巻
ご
と
に
専
門
家
に
よ
る
解
説
、
校
訂
付
記
を
設
け
る
。　

●
日
本
語
を
生
き
る
人
々
、
日
本
語
を
作
ろ
う
と
し
た
人
々
の

　

苦
闘
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
が
い
ま
、
よ
み
が
え
る
…
。

　

第
1
回
配
本

編
者
刊
行
の
こ
と
ば

　

古
田
東
朔
の
学
問
研
究
は
、
日
本
語
が
、
国
家
的
・
社
会
的
要
請
か
ら
、
ほ
か
の
ど
ん
な
時
代
に
も
見
ら
れ
な

い
激
し
い
変
革
に
さ
ら
さ
れ
た
、
幕
末
か
ら
明
治
を
中
心
と
し
た
時
代
を
あ
つ
か
い
、
そ
の
分
野
も
日
本
語
史
、

日
本
語
学
史
、
国
語
教
育
と
き
わ
め
て
広
く
多
岐
に
わ
た
って
い
る
。（
中
略
）

　

そ
の
研
究
は
、
複
雑
な
政
治
、
社
会
、
文
化
的
要
因
の
な
か
で
刻
々
と
変
化
す
る
言
葉
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
複

眼
的
な
視
点
で
過
不
足
な
く
と
ら
え
る
独
自
の
学
風
を
形
成
し
、
学
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
て
き
た
。

そ
れ
は
、
特
に
現
代
語
文
法
研
究
の
基
礎
を
築
い
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
今
日
に
お
い
て
も
十
分
評
価
に
値

し
、
そ
の
成
果
は
十
全
な
か
た
ち
で
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
学
問
を
通
じ
て
、
た
と
え
ば
口

語
、
文
法
、
品
詞
な
ど
の
研
究
の
枠
組
み
と
な
る
現
在
通
用
の
諸
概
念
が
、
激
し
い
淘
汰
を
経
た

結
果
と
し
て
現
在
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
ら
に
も
相
対
性
を
否
定
で
き
な
い
面
の
あ
る
こ
と

に
思
い
至
る
こ
と
は
、
少
し
で
も
日
本
語
を
本
質
的
に
考
え
よ
う
と
す
る
後
進
に
と
っ
て
は
、

必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
。（
中
略
）

　

本
コ
レ
ク
ション
が
日
本
語
学
界
の
み
な
ら
ず
、
国
語
教
育
、
日
本
語
教
育
、
思
想
史
な
ど

の
隣
接
諸
分
野
に
お
い
て
日
夜
研
鑽
を
続
け
て
い
る
人
々
の
志
に
も
こ
た
え
る
も
の
と
な
る

こ
と
を
希
望
し
て
や
ま
な
い
。

鈴
木
泰
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